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望遠鏡で火星を見ているプロキオンにＵＦＯに乗った火星人がぶつかってくる。

↓

火星人は水があって緑がたくさんある地球が大好きだった。

おじいちゃんから地球のクリスマスツリーの話をきき、自分もクリスマスツリーがほしいと思っていた。地球にクリスマスツリーを探しに来たのだとプロキオンに伝える

↓

おじいちゃんがクリスマスツリーを見たという街にプロキオンと火星人が行く

その街は砂漠に埋もれていた。プロキオンが砂を掘って、金色の星型の種を見つける。

↓

ツリーは芽を出して火星に持って帰らないと火星で育てることができないと知る。

芽を出すためには、伝説の泉の水と皆の元気が必要。

↓

サンタさんから伝説の泉の水ならいいのではないかと聞いて伝説の泉を探す。

↓

伝説の泉を探すがなかなか見つからない。

探し回る間に自然破壊をしている現場を見る。

↓

このままじゃ、地球だって火星と同じようになっちゃうよ

火星にもずっと昔は水があったんだ。でも今は・・・

まだ、地球は間に合うよ！

↓

伝説の泉を見つける。

↓

砂漠に水を持って帰って種に水をかけるが芽が出ない。

みんなの元気が必要！「がんばれ〜」

↓

芽が出る。火星人は芽を持って帰って火星に植える。

↓

１０火星年後

プロキオンが望遠鏡で見ると、木は大きくなっている。

木には「地球の友達からのプレゼント」というプレートがかかっている。
